
【成果の概要】 

行政機関の災害対応を支援する災害対応管理システムに関して、 

(1) 県庁＋県内 15 市町の防災担当者参加の下で災害対応管理システムの研修を実施し、 

(2) 県庁、中央市、市川三郷町、甲斐市、甲府市、昭和町、南アルプス市、北杜市の災

害対応管理システムを構築しました。 

(3) 広域連携に関する検討協議会を設置し、県全体の災害情報共有に着手しました。 

(4) 災害対応管理システムの端末（スマートフォン版消防団アプリ）を開発しました。 

(5) 山梨減災情報システム分科会を開催し、県、県内市町村の災害対応管理システムと

住民用のＳＮＳ、ならびにこれらを連携させた山梨減災情報システム構築予算、運

用予算を算出しました。 

【今後の展開】 

(1) 平成２５年に釜無川の氾濫による広域避難をテーマとした実証実験を、中央市をは

じめとする７市町村、甲府地区消防本部、山梨県庁、国土交通省等参加の下、災害

対応管理システムを用いた図上訓練として実施します。 

(2) 県とセンターが共同で実施する県内市町村の災害対策強化支援のキャラバンを通

して、災害対応管理システムを用いた県、市町村の災害情報共有に係る実践的活動

を行います。 
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